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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１画面に画像を投射して表示する第１表示手段と、
　第２画面に画像を投射して表示する他の投射型表示装置または自装置から取得したデー
タに基づいて当該データの取得元の装置で発生した事象を特定する特定手段と、
　前記特定手段が前記事象を特定した場合に、前記第１表示手段を制御して、前記第１画
面内の所定の領域に、当該特定された事象に応じた事象画像の一部を有する第１構成画像
及び当該一部とは異なる前記事象画像の一部を有する第２構成画像のうちの当該第１構成
画像を表示させる制御手段と、
　前記第１画面及び前記第２画面の外縁を合わせたときに、前記第２構成画像が前記所定
の領域と重なり且つ前記第１構成画像が有する前記事象画像の一部と当該第２構成画像が
有する前記事象画像の一部とが重ならないように当該第２構成画像を前記他の投射型表示
装置に表示させる制御信号を、前記特定手段が前記事象を特定した場合に出力する出力手
段と
　を備えることを特徴とする投射型表示装置。
【請求項２】
　前記特定手段は、前記発生した事象に加え、当該事象が発生した投射型表示装置を特定
し、
　前記制御手段は、当該特定手段により特定された事象及び投射型表示装置に応じた画像
を構成する前記第１構成画像を前記第１表示手段に表示させ、
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　前記出力手段は、前記特定手段により特定された事象及び投射型表示装置に応じた画像
を構成する第２構成画像を前記他の投射型表示装置に表示させる制御信号を出力する
　ことを特徴とする請求項１に記載の投射型表示装置。
【請求項３】
　前記他の投写型表示装置は、当該他の投射型表示装置において事象が発生した場合に当
該事象を示すデータを自装置に送信し、
　前記特定手段は、前記他の投写型表示装置から受信した前記データによって示される事
象を、当該他の投写型表示装置で発生した事象として特定する
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の投射型表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の投射型表示装置である第１投写型表示装置と、
　画像を投射して表示する第２表示手段と、自装置において事象が発生した場合に当該事
象を示すデータを前記第１投写型表示装置に送信する送信手段とを備える第２投射型表示
装置と
　を具備することを特徴とする表示システム。
【請求項５】
　第１画面に画像を投射して表示する表示手段を備える第１投射型表示装置が、第２画面
に画像を投射して表示する第２投射型表示装置または自装置から取得したデータに基づい
て当該データの取得元の装置で発生した事象を特定する特定ステップと、
　前記第１投射型表示装置が、前記特定ステップにおいて前記事象が特定された場合に、
前記表示手段を制御して、前記第１画面内の所定の領域に、当該特定された事象に応じた
事象画像の一部を有する第１構成画像及び当該一部とは異なる前記事象画像の一部を有す
る第２構成画像のうちの当該第１構成画像を表示させる制御ステップと、
　前記第１投射型表示装置が、前記第１画面及び前記第２画面の外縁を合わせたとき、前
記第２構成画像が前記所定の領域と重なり且つ前記第１構成画像が有する前記事象画像の
一部と当該第２構成画像が有する前記事象画像の一部とが重ならないように当該第２構成
画像を前記第２投射型表示装置に表示させる制御信号を、前記場合に出力する出力ステッ
プと
　を備えることを特徴とする表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の投射型表示装置を用いて画像を表示するシステムにおいて、これらの
投射型表示装置で発生した事象をユーザーに通知する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　スクリーン等に画像を投射して表示する投射型表示装置（いわゆるプロジェクター）に
おいて発生した事象をユーザーに通知するための技術がある。ここでいう事象とは、例え
ば、投射型表示装置を安全に動作させるためにユーザーに警告すべき事象のことである。
特許文献１には、プロジェクターが警告メッセージを表すＯＳＤ（On-Screen Display ）
画像を表示することで、エアーフィルターが目詰まりするという事象をユーザーに通知す
る技術が記載されている。特許文献２には、電子メールを送信することで、システム管理
者等にプロジェクターで発生した不具合の箇所を通知する技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－１５２３７５号公報
【特許文献２】特開２００４－０１３６３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　ところで、スタックと呼ばれる方法で複数台の投射型表示装置がそれぞれ投射する画像
を表示するシステムがある。特許文献１に記載されている技術をこのシステムに適用した
場合、或る投射型表示装置でエアフィルターの目詰まりが発生すると、その投射型表示装
置がＯＳＤ画像を投射することでこの事象をユーザーに通知しようとすることになる。し
かしながら、このシステムでは、ＯＳＤ画像と他の投射型表示装置が投射した画像とが重
なって表示されることになる。そのため、ＯＳＤ画像が表している警告メッセージと他の
画像が表している絵や文字などとが入り交じってしまい、ＯＳＤ画像が表す内容がユーザ
ーに伝わりにくくなる。また、特許文献２に記載されている技術をこのシステムに適用し
た場合は、電子メールの送信先となっているユーザーがその場にいなければ、上記のシス
テムを利用しているユーザーには通知された内容が伝わらない。
　そこで、本発明は、複数の投射型表示装置が投射する画像を重ねて表示するシステムを
ユーザーが利用する場合に、これらの装置で発生した事象をそのユーザーに確実に伝える
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、本発明に係る投射型表示装置は、第１画面に画像を投射し
て表示する第１表示手段と、第２画面に画像を投射して表示する他の投射型表示装置また
は自装置から取得したデータに基づいて当該データの取得元の装置で発生した事象を特定
する特定手段と、前記特定手段が前記事象を特定した場合に、前記第１表示手段を制御し
て、前記第１画面内の所定の領域に、当該特定された事象に応じた事象画像の一部を有す
る第１構成画像及び当該一部とは異なる前記事象画像の一部を有する第２構成画像のうち
の当該第１構成画像を表示させる制御手段と、前記第１画面及び前記第２画面の外縁を合
わせたときに、前記第２構成画像が前記所定の領域と重なり且つ前記第１構成画像が有す
る前記事象画像の一部と当該第２構成画像が有する前記事象画像の一部とが重ならないよ
うに当該第２構成画像を前記他の投射型表示装置に表示させる制御信号を、前記特定手段
が前記事象を特定した場合に出力する出力手段とを備えることを特徴とする。
　本発明によれば、自装置及び他の投射型表示装置、すなわち複数の投射型表示装置がそ
れぞれ投射する画像を重ねて表示するシステムをユーザーが利用する場合に、第１構成画
像及び第２構成画像が互い以外の他の画像と入り交じることがない。このため、これらの
装置で発生した事象をそのユーザーに確実に伝えることができる。
【０００６】
　好ましい態様において、前記特定手段は、前記発生した事象に加え、当該事象が発生し
た投射型表示装置を特定し、前記制御手段は、当該特定手段により特定された事象及び投
射型表示装置に応じた画像を構成する前記第１構成画像を前記第１表示手段に表示させ、
前記出力手段は、前記特定手段により特定された事象及び投射型表示装置に応じた画像を
構成する第２構成画像を前記他の投射型表示装置に表示させる制御信号を出力する。
　この態様によれば、複数の投射型表示装置で発生した事象を、その事象が発生した装置
とともに、ユーザーに確実に伝えることができる。
【００１０】
　別の好ましい態様において、前記他の投写型表示装置は、当該他の投射型表示装置にお
いて事象が発生した場合に当該事象を示すデータを自装置に送信し、前記特定手段は、前
記他の投写型表示装置から受信した前記データによって示される事象を、当該他の投写型
表示装置で発生した事象として特定する。
　この態様によれば、事象を示すデータのみでその事象を特定するから、これとは異なる
データに基づき事象の発生の有無自体を判断して事象を特定する場合に比べて、自装置と
他の投射型表示装置とが行う通信の負荷を少なくすることができる。
【００１１】
　なお、本発明は、投射型表示装置のほか、この投射型表示装置を具備する表示システム
や表示方法としても捉えることが可能である。
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【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施形態の表示システムの外観を示す図。
【図２】コマンダーのハードウェア構成を示すブロック図。
【図３】スレーブのハードウェア構成を示すブロック図。
【図４】表示システムの機能的構成を示すブロック図。
【図５】通知処理において各プロジェクターが行う動作を示す図。
【図６】表示領域に表示されるＯＳＤ画像の一例を示す図。
【図７】変形例において表示されるＯＳＤ画像の一例を示す図。
【図８】ＯＳＤ画像の他の一例を示す図。
【図９】変形例において表示されるＯＳＤ画像の一例を示す図。
【図１０】変形例における第１及び第２ＯＳＤ画像の一例を示す図。
【図１１】３台のプロジェクターを接続する方法を示す図。
【図１２】タイリング表示された表示領域に表示されるＯＳＤ画像の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
［実施形態］　以下、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
　図１は、実施形態の表示システム１の外観を示す図である。表示システム１は、コマン
ダー（マスター）１０と、スレーブ２０と、通信線３０とを備える。コマンダー１０及び
スレーブ２０は、画像を投射して表示する投写型表示装置（いわゆるプロジェクター）で
ある。通信線３０は、両端にコネクター３１０及び３２０をそれぞれ有する。コネクター
３１０はコマンダー１０に接続され、コネクター３２０はスレーブ２０に接続されている
。このように、コマンダー１０及びスレーブ２０は、いずれも通信線３０が接続されてお
り、通信線３０を介して互いに通信することができるようになっている。また、コマンダ
ー１０及びスレーブ２０は、ケーブル４０及び５０をそれぞれ介してＰＣ（Personal com
puter：パーソナルコンピュータ。ノート型でもタブレット型でもよい。）２と接続され
ている。ケーブル４０は、一方の端部にコネクター４１０を有し、このコネクター４１０
がコマンダー１０に接続されている。また、ケーブル５０は、一方の端部にコネクター５
１０を有し、このコネクター５１０がスレーブ２０に接続されている。なお、コマンダー
１０及びスレーブ２０とＰＣ２との接続は、ハブを介してもよいし、一方のプロジェクタ
ーを介して他方が接続されるいわゆるカスケード接続であってもよい。
【００１４】
　ＰＣ２は、画像を示すデータ（画像データという）を生成したり記憶したりする装置で
ある。ここでいう画像とは、写真のような静止画像や、映画のような動画像（映像ともい
う）を含むものである。ＰＣ２は、ケーブル４０及び５０を介してコマンダー１０及びス
レーブ２０に画像データをそれぞれ送信する。コマンダー１０及びスレーブ２０は、ＰＣ
２から送信されてくる画像データが示す画像をそれぞれスクリーン３に向けて投射する。
以下では、スクリーン３において、コマンダー１０が投射する画像が表示される領域のこ
とを「第１画面」といい、スレーブ２０が投射する画像が表示される領域のことを「第２
画面」という。表示システム１においては、本システムを利用するユーザーによって、第
１画面及び第２画面の外縁が合わせられるように調整されている。具体的には、第１画面
及び第２画面の大きさや形状、これらの画面に表示される画像のフォーカスなどの設定が
調整されている。以下では、第１画面及び第２画面が重なって形成されている領域のこと
を「表示領域」という。図１では、表示領域４が示されている。表示領域４には、コマン
ダー１０及びスレーブ２０からそれぞれ投射された画像が重畳して表示されている。
【００１５】
　上記のように、複数台のプロジェクターが表示領域に画像を重畳させて表示することを
、スタック表示という。スタック表示は、例えば、左目用の画像と右目用の画像とを重畳
させることで３Ｄ画像を表示するという用途で用いられる。また、スタック表示は、他に
も、１台のプロジェクターでは表示した画像の明るさが足りないときに、複数台のプロジ
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ェクターにより投射される光を足し合わせることで、より明るい画像を表示させるという
用途でも用いられる。このように光を足し合わせる場合、ＰＣ２は、コマンダー１０及び
スレーブ２０に対して、同じ画像を示す画像データを送信する。コマンダー１０及びスレ
ーブ２０が各々に送信されて来た画像データが示す画像、すなわち同じ画像を表示領域４
に表示することで、これらの画像が互いに重畳して表示される。表示システム１では、上
記のとおり第１画面及び第２画面の外縁が合わせられているので、各画像が表している絵
や文字が２重に重なったように見えることなく、これらの画像が１つの画像として表示さ
れる。
【００１６】
　スタック表示が行われるときには、コマンダー１０及びスレーブ２０は、スタック表示
モードで動作するようになっている。このスタック表示モードでは、例えば、コマンダー
１０は、スレーブ２０に対して所定の動作を行うことを指示するコマンドを通信線３０を
介して送信する。一方、スレーブ２０は、コマンダー１０から送信されてくるコマンドに
基づいて動作し、他の操作は受け付けないようになっている。
【００１７】
　図２は、コマンダー１０のハードウェアの構成を示すブロック図である。コマンダー１
０は、制御部１１０と、記憶部１２０と、操作部１３０と、投射部１４０と、第１通信部
１５０と、第２通信部１６０と、温度測定部１７０とを備える。制御部１１０は、ＣＰＵ
（Central Processing Unit）等の演算装置と、ＲＯＭ（Read Only Memory）及びＲＡＭ
（Random Access Memory）などの記憶装置とを有する。ＣＰＵは、ＲＡＭをワークエリア
として用いてＲＯＭや記憶部１２０に記憶されたプログラムを実行することによって、コ
マンダー１０の各部の動作を制御する。記憶部１２０は、磁気的、光学的記録装置または
半導体記憶素子を有し、制御プログラムを含む各種プログラム、及び、各種設定値等のデ
ータを記憶する。操作部１３０は、制御部１１０に接続されている。操作部１３０は、各
種スイッチ及びインジケーターランプを備え、コマンダー１０の外装筐体（図示略）に配
置されている操作パネルを備えてもよいし、いわゆるリモコン（リモートコントローラー
）から赤外線信号を受光する受光部を備えてもよい。
【００１８】
　投射部１４０は、画像データが示す画像を投射して表示する表示手段である。詳細には
、投射部１４０は、例えば、離間して配置される２本の電極を備えた放電ランプ及び画像
データに応じて光を変調する液晶パネル（図示略）等を有する。放電ランプは、電圧が印
加されると、２本の電極間で生じた放電により光を発し、その光を所定の方向に出射する
。液晶パネルは、画像データに応じて駆動して、放電ランプが出射した光を、その画像デ
ータが示す画像を表すように変調する。投射部１４０は、液晶パネルが変調した光を投射
して、その光が表す画像を例えば図１に示すスクリーン３に表示する。また、投射部１４
０は、放電ランプが使用された時間（使用時間）を測定する測定手段を有する。この測定
手段は、測定した使用時間を示すデータを制御部１１０に供給する。
【００１９】
　第１通信部１５０は、コネクターを有し、このコネクターが通信線３０のコネクター３
１０と接続されている。第１通信部１５０は、このようにして接続されている通信線３０
を介してスレーブ２０とデータを送信または受信する。第２通信部１６０は、コネクター
を有し、このコネクターが図１に示すケーブル４０のコネクター４１０と接続している。
第２通信部１６０は、このようにして接続されているケーブル４０を介してＰＣ２から送
信されてくる画像データを受信する。温度測定部１７０は、コマンダー１０の内部の所定
の場所（例えば放電ランプの周辺）の温度を測定する手段である。温度測定部１７０は、
測定した温度を示すデータを制御部１１０に供給する。
【００２０】
　図３は、スレーブ２０のハードウェアの構成を示すブロック図である。スレーブ２０は
、コマンダー１０と共通するハードウェアを備えている。すなわち、スレーブ２０は、制
御部２１０と、記憶部２２０と、操作部２３０と、投射部２４０と、第１通信部２５０と



(6) JP 6094046 B2 2017.3.15

10

20

30

40

50

、第２通信部２６０と、温度測定部２７０とを備える。ただし、スレーブ２０では、コマ
ンダー１０と違い、第１通信部２５０が有するコネクターが通信線３０のコネクター３２
０と接続され、第２通信部２６０が有するコネクターがケーブル５０のコネクター５１０
と接続されている。また、スレーブ２０は、記憶部に記憶されているプログラムがコマン
ダー１０と異なっており、これにより、コマンダー１０とは異なる動作を行う。コマンダ
ー１０及びスレーブ２０は、各々の制御部がプログラムを実行して各部を制御することで
、以下に示す機能を実現する。
【００２１】
　図４は、コマンダー１０及びスレーブ２０が実現する機能を示すブロック図である。表
示システム１においては、コマンダー１０が第１投射型表示装置の一例であり、スレーブ
２０が第２投射型表示装置の一例である。コマンダー１０は、表示部１０１と、特定部１
０２と、表示制御部１０３と、出力部１０４とを備える。また、スレーブ２０は、表示部
２０１と、送信部２０２とを備える。
【００２２】
　表示部１０１（第１表示手段及び表示手段の一例）は、図１に示すケーブル４０のコネ
クター４１０と接続されており、ケーブル４０を介してＰＣ２から送信されてくる画像デ
ータが示す画像を投射して上述した第１画面に表示する手段である。表示部１０１は、図
２に示す制御部１１０、投射部１４０及び第２通信部１６０が協働して実現する機能であ
る。また、表示部２０１（第２表示手段の一例）は、ケーブル５０のコネクター５１０と
接続されており、ケーブル５０を介してＰＣ２から送信されてくる画像データが示す画像
を投射して上述した第２画面に表示する手段である。また、表示部２０１は、通信線３０
のコネクター３２０と接続されており、コマンダー１０から出力されてくる制御信号に基
づき画像を表示する。表示部２０１は、図３に示す制御部２１０、投射部２４０、第１通
信部２５０及び第２通信部２６０が協働して実現する機能である。
【００２３】
　特定部１０２（特定手段の一例）は、自装置（コマンダー１０）または他の投射型表示
装置（スレーブ２０）で発生した事象と、それらの事象が発生した投射型表示装置とを特
定する手段である。特定部１０２が特定する事象とは、表示システム１を利用するユーザ
ーに通知すべき事象として予め決められているものであり、以下では「要通知事象」とい
う。表示システム１では、例えば、プロジェクターの内部の温度が閾値（温度閾値という
）以上になるという事象（「温度超過」という。）や、放電ランプがプロジェクターに取
り付けられてから使用された時間の累積値が閾値（時間閾値という）以上になるという事
象（「ランプ使用時間超過」という。）などが要通知事象として決められている。
【００２４】
　特定部１０２は、通信線３０のコネクター３１０と接続されており、通信線３０を介し
てスレーブ２０からデータを取得できるようになっている。特定部１０２は、自装置また
はスレーブ２０から取得したデータに基づいて、そのデータの取得元である装置で発生し
た要通知事象を特定する。例えば、特定部１０２は、自装置の投射部１４０の測定手段が
測定した結果（すなわち使用時間）を示すデータを取得し、取得したそのデータに基づい
てランプ使用時間超過を特定する。また、特定部１０２は、自装置の温度測定部１７０が
測定した結果（すなわち温度）を示すデータを取得して、取得したそのデータに基づいて
温度超過を特定する。これらの場合、特定部１０２は、データの取得元である自装置、す
なわちコマンダー１０を、要通知事象が発生した投射型表示装置として特定する。
【００２５】
　また、特定部１０２は、スレーブ２０から取得したデータに基づいて、そのデータの送
信元の装置（すなわちスレーブ２０）で発生した要通知事象を特定する。具体的には、特
定部１０２は、取得したデータが要通知事象を示すものである場合に、そのデータが示す
要通知事象を特定する。この場合、特定部１０２は、スレーブ２０を、要通知事象が発生
した投射型表示装置として特定する。特定部１０２は、投射部１４０の測定手段、温度測
定部１７０及び第１通信部１５０の各部が動作している期間に、上記の特定を行う。この
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期間には、表示部１０１が画像を表示している期間のほかに、例えば、コマンダー１０の
電源は入っているためこれらの各部が動作しているが、表示部１０１による画像の表示は
されていないという期間も含まれる。特定部１０２は、制御部１１０、投射部１４０、第
１通信部１５０及び温度測定部１７０が協働して実現する機能である。特定部１０２は、
特定した要通知事象及び投射型表示装置を示すデータを、表示制御部１０３及び出力部１
０４に供給する。
【００２６】
　送信部２０２（送信手段の一例）は、通信線３０のコネクター３２０と接続されており
、通信線３０を介してコマンダー１０にデータを送信できるようになっている。送信部２
０２は、自装置（スレーブ２０）において要通知事象が発生した場合に発生したその要通
知事象を特定し、特定した要通知事象示すデータをコマンダー１０に送信する手段である
。送信部２０２は、投射部２４０の測定手段及び温度測定部２７０が測定した結果に基づ
き要通知事象を特定する。また、送信部２０２は、特定した要通知事象示すデータを、そ
の要通知事象が発生したときに送信する。送信部２０２は、制御部２１０、投射部２４０
、第１通信部２５０及び温度測定部２７０が協働して実現する機能である。
【００２７】
　表示制御部１０３（制御手段の一例）は、特定部１０２により要通知事象及び装置が特
定された場合に、表示部１０１を制御してＯＳＤ画像を表示させる手段である。ここにお
いて、ＯＳＤ画像とは、プロジェクターが記憶している画像データが示す画像のことであ
る。ＯＳＤ画像には、例えば、画像の明るさやコントラストを設定するための操作に用い
られる画像などがある。表示制御部１０３は、表示部１０１を制御して、上述した第１画
面の所定の領域にＯＳＤ画像を表示させる。この所定の領域のことを以下では「第１ＯＳ
Ｄ画像領域」という。記憶部１２０には、第１画面上の各位置を表す座標系の座標を用い
て第１ＯＳＤ画像領域を表したデータが記憶されている。表示制御部１０３は、このデー
タに基づいて、ＯＳＤ画像を第１ＯＳＤ画像領域に表示させる。表示制御部１０３が表示
させるＯＳＤ画像は、特定部１０２により特定された要通知事象及び装置に応じた画像を
構成する第１ＯＳＤ画像（第１構成画像の一例）及び第２ＯＳＤ画像（第２構成画像の一
例）のうちの第１ＯＳＤ画像である。表示制御部１０３は、表示部１０１が画像を表示し
ていない状態であれば、投射部１４０の放電ランプを点灯させて第１ＯＳＤ画像を表示さ
せる。表示制御部１０３は、制御部１１０、記憶部１２０及び投射部１４０が協働して実
現する機能である。
【００２８】
　出力部１０４（出力手段の一例）は、通信線３０のコネクター３１０と接続されており
、通信線３０を介してスレーブ２０にデータを出力できるようになっている。出力部１０
４（出力手段の一例）は、特定部１０２により要通知事象及び装置が特定された場合に、
スレーブ２０に制御信号を出力する手段である。この制御信号は、上述した第１画面及び
第２画面の外縁を合わせたときに、第２ＯＳＤ画像が第１ＯＳＤ画像領域と重なるように
その第２構成画像をスレーブ２０に表示させる信号である。第２画面において、スレーブ
２０が第２構成画像を表示させる領域のことを、以下では「第２ＯＳＤ画像領域」という
。記憶部１２０には、第２画面上の各位置を表す座標系の座標を用いて第２ＯＳＤ画像領
域を表したデータが記憶されている。出力部１０４は、このデータに基づいて、第２ＯＳ
Ｄ画像を第２ＯＳＤ画像領域に表示させる制御信号を出力する。この制御信号を受信した
スレーブ２０は、第２画面の第２ＯＳＤ画像領域に、第２構成画像を表示する。出力部１
０４は、制御部１１０、記憶部１２０及び第１通信部１５０が協働して実現する機能であ
る。表示制御部１０３及び出力部１０４が動作することで、コマンダー１０は、表示部１
０１に第１構成画像を表示させ、スレーブ２０に第２構成画像を表示させるような制御を
行う。
【００２９】
　プロジェクターで要通知事象が発生すると、そのまま使用し続けたときに、電子回路が
熱で壊れたり、寿命等の原因で放電ランプが光を発しなくなり、画像の表示が突然停止し
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たりするといった異常が発生するおそれがある。表示システム１では、要通知事象を通知
する処理を行うことで、これらの異常の発生を未然に防ぐようにユーザーに対して警告す
る。以下では、表示システム１が要通知事象をユーザーに通知する処理のことを「通知処
理」という。
【００３０】
　図５は、通知処理においてコマンダー１０及びスレーブ２０が行う動作の一例を示すシ
ーケンスチャートである。コマンダー１０及びスレーブ２０は、例えば、スタック表示モ
ードとなるように設定されたタイミングや、スタック表示モードに設定された状態で起動
したタイミングで、通知処理を開始する。まず、コマンダー１０は、自装置またはスレー
ブ２０で要通知事象が発生したか否かを判断する（ステップＳ１０）。コマンダー１０は
、ステップＳ１０でＮＯと判断した場合、ステップＳ１０の処理を再び行う。つまり、コ
マンダー１０は、ステップＳ１０における判断がＮＯである間、すなわち要通知事象が発
生したと判断するまでの間は、ステップＳ１０の処理を所定の間隔（例えば１秒毎）で繰
り返し実行する。
【００３１】
　ステップＳ１０の判断は、具体的には次のように行われる。コマンダー１０は、例えば
、温度測定部１７０が測定した温度が上記の温度閾値以上であった場合に、要通知事象が
発生したことを判断する。また、コマンダー１０は、投射部１４０が有する測定手段が測
定した放電ランプの使用時間を記憶しておき、記憶しておいた使用時間の累積値が上記の
時間閾値以上であった場合に、要通知事象が発生したことを判断する。スレーブ２０は、
自装置で要通知事象が発生したか否かを判断し（ステップＳ１１）、この判断がＮＯであ
る間、このステップＳ１１の処理を所定の間隔（例えば１秒毎）で繰り返し実行する。ス
レーブ２０は、自装置で要通知事象が発生したと判断した場合は（ステップＳ１１：ＹＥ
Ｓ）、発生した要通知事象を示すデータをコマンダー１０に送信する（ステップＳ１２）
。ステップＳ１１及びＳ１２は、図４に示すスレーブ２０の送信部２０２により行われる
動作である。一方、コマンダー１０は、通信線３０を介して送信されてきたデータが要通
知事象を示すものであった場合に、要通知事象が発生したことを判断する。つまり、コマ
ンダー１０は、ステップＳ１２において送信されてきたデータを受信した場合に、スレー
ブ２０で要通知事象が発生したことを判断する。
【００３２】
　コマンダー１０は、ステップＳ１０でＹＥＳと判断した場合、発生した要通知事象と、
その要通知事象が発生した装置とを特定する（ステップＳ１３）。コマンダー１０は、ス
テップＳ１０において要通知事象の発生を判断したときに用いたデータの内容及び送り元
に応じて、これらの要通知事象及び装置を特定する。コマンダー１０は、例えば、ステッ
プＳ１０で用いたデータが温度測定部１７０から供給されたものであれば、要通知事象と
して温度超過を特定し、発生した装置として自装置を特定する。また、コマンダー１０は
、このデータが投射部１４０の測定手段から供給されたものであれば、要通知事象として
ランプ使用時間超過を特定し、発生した装置として自装置を特定する。また、コマンダー
１０は、このデータがスレーブ２０から送信されてきたものであれば、そのデータが示す
要通知事象を特定し、発生した装置としてスレーブ２０を特定する。コマンダー１０は、
ステップＳ１０及びＳ１２の動作を行うことで、自装置またはスレーブ２０から取得した
データに基づいてそのデータの取得元の装置で発生した要通知事象及びそれが発生した装
置を特定する。ステップＳ１０及びＳ１２は、図４に示す特定部１０２により行われる動
作である。
【００３３】
　続いて、コマンダー１０は、上述した第２ＯＳＤ画像を第２ＯＳＤ画像領域に一定時間
（例えば１０秒間）表示させる制御信号をスレーブ２０に出力する（ステップＳ１４）。
このステップＳ１４は、図４に示す出力部１０４により行われる動作である。スレーブ２
０は、ステップＳ１４においてコマンダー１０から送信されてきた制御信号を受信すると
、第２ＯＳＤ画像領域に第２ＯＳＤ画像を一定時間表示する（ステップＳ１５）。そして
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、コマンダー１０は、第１ＯＳＤ画像領域に第１ＯＳＤ画像を一定時間表示する（ステッ
プＳ１６）。このステップＳ１６は、表示制御部１０３及び表示部１０１により行われる
動作である。ステップＳ１６における一定時間とは、第２ＯＳＤ画像が表示される時間と
同じ時間（例えば１０秒間）である。コマンダー１０は、ステップＳ１４において制御信
号を出力した時刻に応じた時刻に第１ＯＳＤ画像を表示する。なお、コマンダー１０は、
ステップＳ１６において第１画面に画像を表示していない状態であっても、投射部１４０
の放電ランプを点灯して第１ＯＳＤ画像を表示する。なお、なお、ＯＳＤ画像の表示は、
一定時間が経過したときに終了させる代わりに、操作部１３０を介してユーザーにより操
作されたときに終了させてもよい。これは、以降に示すＯＳＤ画像についても同様である
。以上の通知処理が行われることで、表示領域４には、第１ＯＳＤ画像及び第２ＯＳＤ画
像が重なって表示される。
【００３４】
　図６は、通知処理において表示される第１及び第２ＯＳＤ画像の一例を示す図である。
この例では、ステップＳ１３において、コマンダー１０でランプ消耗超過が発生したこと
が特定された場合に表示されるこれらのＯＳＤ画像を示している。図６（ａ）では、コマ
ンダー１０が表示する第１ＯＳＤ画像Ａ１が示され、図６（ｂ）では、スレーブ２０が表
示する第２ＯＳＤ画像Ａ２が示されている。第１ＯＳＤ画像Ａ１は、長方形の画像Ａ１１
と、「コマンダーでランプの寿命が近づいています。交換してください。」という文字列
を表す画像Ａ１２とを有している。また、第２ＯＳＤ画像Ａ２は、長方形の画像Ａ２１と
、「コマンダーでランプの寿命が近づいています。交換してください。」という文字列を
表す画像Ａ２２とを有している。また、第１ＯＳＤ画像Ａ１及び第２ＯＳＤ画像Ａ２は、
同じサイズの画像である。つまり、第１ＯＳＤ画像Ａ１及び第２ＯＳＤ画像Ａ２は、同一
の画像である。
【００３５】
　図６（ｃ）では、これらのＯＳＤ画像が表示される前の図１に示す表示領域４における
第１及び第２ＯＳＤ画像領域が二点鎖線で示されている。この例では、第１及び第２ＯＳ
Ｄ画像領域が一致しているため、この二点鎖線で示される領域をＯＳＤ画像領域Ｂ１とい
う。図６（ｃ）では、表示領域４に表示されている画像をハッチングをして示している。
図６（ｄ）では、図６（ｃ）に示す表示領域４のＯＳＤ画像領域Ｂ１に、第１ＯＳＤ画像
Ａ１及び第２ＯＳＤ画像Ａ２が投射された様子が示されている。このＯＳＤ画像領域Ｂ１
には、互いに重なった第１ＯＳＤ画像Ａ１及び第２ＯＳＤ画像Ａ２により表されるＯＳＤ
画像Ａ３が表示されている。前述したとおり、第１ＯＳＤ画像Ａ１及び第２ＯＳＤ画像は
同一の画像である。このため、これらのＯＳＤ画像と同様に、ＯＳＤ画像Ａ３も、長方形
の画像Ａ３１と、「コマンダーでランプの寿命が近づいています。交換してください。」
という文字列を表す画像Ａ３２とを有する画像となっている。この文字列は、コマンダー
でランプ使用時間超過が発生したことを表している。つまり、ＯＳＤ画像Ａ３は、ステッ
プＳ１３において特定された要通知事象及び装置に応じた画像となっている。ここにおい
て、要通知事象及び装置に応じた画像とは、要通知事象及び装置そのものや、その要通知
事象に対応してユーザが行うべき行動、その行動を行うためにユーザが知っておくべき情
報などを、文字列や記号、絵などで表した画像のことである。
【００３６】
　コマンダー１０は、ＯＳＤ画像を表示する場合に、第１画面に他の画像を表示している
ときには、その画像の上にＯＳＤ画像を重ねて表示する。このとき、コマンダー１０は、
ＯＳＤ画像を表示する領域では、そこに表示していた画像を投射しないようにする。これ
により、ＯＳＤ画像は、先に表示されていた画像と入り交じることなく表示される。スレ
ーブ２０も、コマンダー１０と同様にＯＳＤ画像を表示する。しかし、スタック表示がさ
れているときに、仮に、一方のプロジェクターがＯＳＤ画像を表示して、他方のプロジェ
クターが画像をそのまま表示し続けていると、その画像がＯＳＤ画像と入り交じってしま
う。その結果、１台で表示するときのようにＯＳＤ画像が他の画像と入り交じらない場合
に比べて、ＯＳＤ画像が表す内容がユーザーに伝わりにくくなる。表示システム１では、
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コマンダー１０及びスレーブ２０がスタック表示をする場合に、これらのプロジェクター
の両方が、各ＯＳＤ画像（第１ＯＳＤ画像Ａ１及び第２ＯＳＤ画像Ａ２）を同一の領域（
ＯＳＤ画像領域Ｂ１）に表示する。つまり、これらのＯＳＤ画像が互いに重なって表され
ているＯＳＤ画像Ａ３も、先に表示されていた画像と入り交じることがない。このため、
ＯＳＤ画像Ａ３が表す文字列は、他の画像と入り交じって見にくくなるということがない
。従って、本実施形態によれば、これらの投射型表示装置（コマンダー１０またはスレー
ブ２０）で発生した要通知事象をユーザーに確実に伝えることができる。
【００３７】
　また、第１及び第２ＯＳＤ画像が同一の画像であるため、ＯＳＤ画像Ａ３が表す文字列
は、第１及び第２ＯＳＤ画像が表す文字列よりも明るくなっている。このため、コマンダ
ー１０は、１台のプロジェクターでＯＳＤ画像を表示させる場合よりも明るいＯＳＤ画像
（この例ではＯＳＤ画像Ａ３）を表示させることができる。
【００３８】
　また、プロジェクターが特定した要通知事象及び装置を、リモート接続された管理用の
装置に表示するようにして遠隔地にいる管理者に伝えるようにしたシステムが用いられる
場合がある。その場合、通知された内容は管理者しか分からないため、管理者から連絡が
あるか、管理者が現地に行くかしないと、プロジェクターから通知された内容が表示シス
テム１を利用しているユーザーに伝わらないことになる。ここでいう表示システム１を利
用しているユーザーとは、表示領域４に表示されている画像を見ているユーザーのことで
ある。本実施形態では、コマンダー１０が自装置及びスレーブ２０を制御することで、図
６（ｄ）に示すようなＯＳＤ画像Ａ３が表示領域４に表示される。これにより、コマンダ
ー１０は、特定した要通知事象及び装置を、表示領域４を見ているユーザー、すなわち、
表示システム１を利用しているユーザーに確実に通知することができる。この通知をされ
たユーザーは、その場で発生した要通知事象の内容及びどのプロジェクターでそれが発生
したかということを把握することになる。このため、ユーザーは、発生した要通知事象に
対応して何らかの処置を行うか、そのまま継続して使用するかという判断をその場で行う
ことができる。そして、ユーザーが何らかの処置を行った場合、そのまま使用し続けたと
きに生じる異常が発生することがなくなり、そのような異常が発生してプロジェクターが
使用できなくなることもなくなる。このように、コマンダー１０は、表示システム１の可
用性を高める、すなわち、ユーザーにより利用される時間を増やすことできる。
【００３９】
［変形例］
　上述した実施形態は、本発明の実施の一例に過ぎず、以下のように変形させてもよい。
また、上述した実施形態及び以下に示す各変形例は、必要に応じて組み合わせて実施して
もよい。
【００４０】
（変形例１）
　コマンダー１０は、上述した実施形態では、互いに同一の画像である第１ＯＳＤ画像及
び第２ＯＳＤ画像が表示されるような制御を行ったが、これら以外のＯＳＤ画像が、第１
ＯＳＤ画像及び第２ＯＳＤ画像として表示されるような制御を行ってもよい。コマンダー
１０は、要するに、互いに重なって表示されたときに、ステップＳ１３において特定した
要通知事象及び装置に応じた画像となるような第１ＯＳＤ画像及び第２ＯＳＤ画像を表示
させればよい。
【００４１】
　図７は、本変形例において表示されるＯＳＤ画像の一例を示す図である。図７（ａ）で
は、図６（ａ）に示されたものと同じ第１ＯＳＤ画像Ａ１が示されている。第１ＯＳＤ画
像Ａ１は、実際には、黒色一色に塗りつぶされた長方形の画像Ａ１１と、白色の文字列を
表した画像Ａ１２とを有している。図７（ａ）では、見やすくするために、画像Ａ１１を
白抜きの長方形で、画像Ａ１２を黒色の文字で表している。図７（ｂ）では、画像Ａ１１
と同じサイズの長方形の画像である第２ＯＳＤ画像Ａ４が示されている。この第２ＯＳＤ



(11) JP 6094046 B2 2017.3.15

10

20

30

40

50

画像Ａ４は、実際には、黒色一色に塗りつぶされた画像である。図７（ｂ）では、見やす
くするために、画像Ａ４を白抜きの長方形で表している。
【００４２】
　図７（ｃ）では、図６（ｃ）に示す表示領域４のＯＳＤ画像領域Ｂ１に、第１ＯＳＤ画
像Ａ１及び第２ＯＳＤ画像Ａ４が投射された様子が示されている。ＯＳＤ画像領域Ｂ１に
は、互いに重なった第１ＯＳＤ画像Ａ１及び第２ＯＳＤ画像Ａ４により表されるＯＳＤ画
像Ａ５が表示されている。ＯＳＤ画像Ａ５は、長方形の画像Ａ５１と、「コマンダーでラ
ンプの寿命が近づいています。交換してください。」という文字列を表す画像Ａ５２とを
有している。第２ＯＳＤ画像Ａ４は、前述したとおり、黒色一色に塗りつぶされた画像で
ある。このため、ＯＳＤ画像Ａ５は、第１ＯＳＤ画像Ａ１と同じ画像がそのまま表される
ことになる。仮に、第２ＯＳＤ画像Ａ２の代わりに、白色一色に塗りつぶされた画像が投
射されていると、この画像と画像Ａ１２が表す白色の文字列とが入り交じってしまい、こ
の文字列の内容をユーザーが識別しにくくなる。本変形例に係るコマンダー１０は、通知
したい内容を表す文字列の画像Ａ１２を白色とし、その背景となる画像Ａ１１及びＯＳＤ
画像Ａ４を黒色とすることで、ユーザーがこれらの画像を識別することができるようにし
ている。
【００４３】
　ＯＳＤ画像領域Ｂ１に表示されるＯＳＤ画像は、ユーザーに通知する内容を表す部分（
通知部分）とその背景となる部分（背景部分）とを有している。この通知部分とは、コマ
ンダー１０が図５に示すステップＳ１３において特定した結果を示す画像のことである。
コマンダー１０は、この通知部分が背景部分に対して識別可能となるように、第１ＯＳＤ
画像及び第２ＯＳＤ画像を表示させる。具体的には、コマンダー１０は、通知部分と背景
部分とのコントラストの値が、ユーザーが通知部分を識別できる程度の値になっているＯ
ＳＤ画像を表示させる。図７に示したＯＳＤ画像はその一例である。この例では、コマン
ダー１０は、第２ＯＳＤ画像Ａ４を単色（黒色）で表示させ、その単色以外の色（白色）
で通知部分を表す第１ＯＳＤ画像Ａ１を表示している。この場合、第１ＯＳＤ画像Ａ１の
中で、実際に通知部分を表しているのは画像Ａ１２であり、画像Ａ１１は、第２ＯＳＤ画
像Ａ４とともに背景部分を表している。
【００４４】
　なお、コマンダー１０は、例えば、第２ＯＳＤ画像を単色ではなく複数の色で表示させ
てもよい。この場合、コマンダー１０は、それらの色に対して識別可能な色で上記の通知
部分を表す第１ＯＳＤ画像を表示させる。また、コマンダー１０は、第１ＯＳＤ画像及び
第２ＯＳＤ画像が示す内容を反対にして表示させてもよい。要するに、コマンダー１０は
、第１ＯＳＤ画像及び第２ＯＳＤ画像のいずれか一方の画像を所定の色（単数または複数
の色）で表示させ、且つ、その所定の色に対して識別可能な色で上記の通知部分を表す画
像を他方の画像として表示させればよい。この場合、図４に示す表示制御部１０３は、第
１ＯＳＤ画像を所定の色で表示させ、または特定部１０２により特定された結果をその所
定の色に対して識別可能な色で表す第１ＯＳＤ画像を表示させる。出力部１０４は、表示
制御部１０３が第１ＯＳＤ画像を所定の色で表示させる場合には、特定部１０２により特
定された結果をその所定の色に対して識別可能な色で表す第２ＯＳＤ画像を表示させる制
御信号を出力する。また、出力部１０４は、表示制御部１０３が第１ＯＳＤ画像を前述し
た識別可能な色で表示させる場合には、第２ＯＳＤ画像を上記所定の色で表示させる制御
信号を出力する。
　コマンダー１０は、ＯＳＤ画像領域Ｂ１にＯＳＤ画像を表示させた後に、このＯＳＤ画
像が表している内容を変化させる場合がある。
【００４５】
　図８は、ＯＳＤ画像領域Ｂ１に表示されるＯＳＤ画像の他の一例を示す図である。図８
（ａ）ではＯＳＤ画像Ａ６が示され、図８（ｂ）では表示される内容が変化したＯＳＤ画
像Ａ６ａが示されている。ＯＳＤ画像Ａ６は、画像Ａ１１と同様の長方形の画像Ａ６１と
、「コマンダーでランプの寿命が近づいています。交換しますか？」、「ＹＥＳ」及び「
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ＮＯ」という文字列を表す画像Ａ６２とを有する。画像Ａ６２の「ＹＥＳ」及び「ＮＯ」
という部分は、ユーザーの操作により選択できるようになっている。コマンダー１０は、
例えば「ＹＥＳ」という部分が選択されると、ＯＳＤ画像Ａ６ａを表示させる。ＯＳＤ画
像Ａ６ａは、画像Ａ６１と、「それでコマンダーの電源を落とします。」文字列を表す画
像Ａ６２ａとを有する。コマンダー１０は、ＯＳＤ画像Ａ６ａを一定時間表示した後、自
装置の電源を落とす動作を行う。
【００４６】
　図８に示すようなＯＳＤ画像を表示させる場合に、図６で示したように同一の第１ＯＳ
Ｄ画像及び第２ＯＳＤ画像を表示させていると、コマンダー１０は、それらのＯＳＤ画像
の両方を同期させて変化させなければならない。これらのＯＳＤ画像の変化が同期できて
いない場合、一方のＯＳＤ画像が変化してから他方のＯＳＤ画像が変化するまでの期間は
、異なる内容の画像が重なって入り交じることになる。このため、この期間には、ユーザ
ーにとって見にくいＯＳＤ画像が表示されることになる。このような場合に、本変形例に
係るコマンダー１０は、図７（ａ）に示す第１ＯＳＤ画像Ａ１のように通知する内容を表
している画像のみを変化させ、第２ＯＳＤ画像Ａ４のような単色の画像の方は変化させな
い。つまり、コマンダー１０は、上記のような同期を行う必要がなく、言い換えれば、第
１ＯＳＤ画像及び第２ＯＳＤ画像を同期させなくても、ユーザーにとって見やすい画像を
表示することができる。
【００４７】
（変形例２）
　コマンダー１０は、変形例１では、第１ＯＳＤ画像及び第２ＯＳＤ画像のうちの一方の
画像を単色で表示させたが、これには限らない。要するに、ＯＳＤ画像領域Ｂ１に重ねて
投射された第１ＯＳＤ画像及び第２ＯＳＤ画像によって、図７（ｃ）に示すＯＳＤ画像Ａ
５のような画像が表示されるようになっていればよい。
【００４８】
　図９は、本変形例においてＯＳＤ画像領域Ｂ１に表示されるＯＳＤ画像の一例を示す図
である。図９（ａ）では第１ＯＳＤ画像Ａ７が示され、図９（ｂ）では第２ＯＳＤ画像Ａ
８が示されている。第１ＯＳＤ画像Ａ７は、画像Ａ１１と同様の長方形の画像Ａ７１と、
「コマンダー」とう文字列を表す画像Ａ７２とを有する。第２ＯＳＤ画像Ａ８は、画像Ａ
１１と同様の長方形の画像Ａ８１と、「でランプの寿命が近づいています。交換してくだ
さい。」とう文字列を表す画像Ａ８２とを有する。これらのＯＳＤ画像がＯＳＤ画像領域
Ｂ１に投射されると、図７（ｃ）に示すＯＳＤ画像Ａ５が表示されることになる。この場
合、画像Ａ７２及びＡ８２が上述した通知部分となり、画像Ａ７１及びＡ８１が背景部分
となる。このように、本変形例に係るコマンダー１０は、画像Ａ７２及びＡ８２のような
文字列を表す画像を組み合わせて表示させることで、ステップＳ１３において特定された
結果を表している。つまり、コマンダー１０は、文字列を表す画像のうち、内容が共通す
る部分は１つの画像データを共有することができる。これにより、コマンダー１０は、本
変形例のように画像を組み合わせて表示させない場合に比べて、記憶部１２０に記憶させ
ておく画像データの量を少なくすることができる。
【００４９】
（変形例３）
　コマンダー１０は、上述した実施形態及び変形例では、第１ＯＳＤ画像及び第２ＯＳＤ
画像を同じサイズで且つ全体が重なるように表示させたが、これには限らない。例えば、
コマンダー１０は、異なるサイズの第１及び第２ＯＳＤ画像を表示させてもよいし、第１
及び第２ＯＳＤ画像の一部が重ならないようにして表示させてもよい
【００５０】
　図１０は、本変形例における第１及び第２ＯＳＤ画像の一例を示す図である。図１０（
ａ）では、図７に示す第１ＯＳＤ画像Ａ１と、第２ＯＳＤ画像Ａ４のサイズを大きくした
第２ＯＳＤ画像Ａ９とが重ねて表示されている様子が示されている。この場合、第１ＯＳ
Ｄ画像Ａ１は、全体が第２ＯＳＤ画像Ａ９と重なるように表示されている。これにより、
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通知部分である画像Ａ１２は、第１及び第２ＯＳＤ画像領域以外の領域に表示されている
画像と入り交じらないようになっている。従って、画像Ａ１２が表す文字列は、他の画像
と入り交じって見にくくなるということがない。
【００５１】
　図１０（ｂ）では、図９に示す第１ＯＳＤ画像Ａ７及び第２ＯＳＤ画像Ａ８が、図９に
示す場合よりもずれて表示されている様子が示されている。図１０（ｂ）では、黒色の長
方形の画像Ａ７１及びＡ８１が重なった部分に、文字列を表す画像Ａ７２及びＡ８２が表
示されている。このため、通知部分である画像Ａ７２及びＡ８２は、第１及び第２ＯＳＤ
画像領域以外の領域に表示されている画像と入り交じらないようになっている。この場合
も、画像Ａ７２及びＡ８２が表す文字列は、他の画像と入り交じって見にくくなるという
ことがない。以上のとおり、要するに、コマンダー１０は、第１及び第２ＯＳＤ画像のう
ちの通知部分となる画像が、第１及び第２ＯＳＤ画像領域以外の領域に表示されている画
像と入り交じらないように、第１及び第２ＯＳＤ画像を表示させればよい。
【００５２】
（変形例４）
　表示システム１は、上述した実施形態では、２台のプロジェクターを備えていたが、３
台以上のプロジェクターを備えていてもよい。この場合も、スタック表示で用いられるコ
マンドを送信するプロジェクター、すなわちコマンダーは１台であり、残りのプロジェク
ターはいずれもスレーブとなる。この場合、各プロジェクターを通信線３０を介して接続
する方法は、３通りある。
【００５３】
　図１１は、３台のプロジェクターを備える表示システムにおいて、各プロジェクターを
接続する方法を示す図である。図１１（ａ）では、コマンダー１０、スレーブ２０ａ及び
スレーブ２０ｂを、この順番に直列に接続した場合を示している。この場合、コマンダー
１０は、スレーブ２０ａを介してスレーブ２０ｂにコマンドを送信する。スレーブ２０ｂ
の図４に示す送信部は、スレーブ２０ａを介してデータをコマンダー１０に送信する。図
１１（ｂ）では、コマンダー１０がスレーブ２０ａ及び２０ｂのそれぞれと１対１で接続
されている場合を示している。図１１（ｃ）では、３台のプロジェクターが、いずれも中
継器５を介して接続されている場合を示している。図１１（ｂ）及び（ｃ）に示す場合で
は、スレーブ２０ａ及び２０ｂの送信部は、いずれも、直接コマンダー１０にデータを送
信する。
【００５４】
（変形例５）
　表示システムは、上述した実施形態では、スタック表示を行ったが、各画像を並べて表
示するタイリングと呼ばれる方法で画像を表示（タイリング表示という）してもよい。こ
の場合、コマンダー１０は、スタック表示のときとは異なる方法で通知処理を行う。以下
、図１２を参照して、本変形例に係る通知処理について説明する。
【００５５】
　図１２は、タイリング表示された表示領域４に表示されるＯＳＤ画像の一例を示す図で
ある。図１２では、上下方向の上向きを示す矢印Ｂ１と、左右方向の右向きを示す矢印Ｂ
２とが示されている。この例では、４台のプロジェクターによって４つ画像が上下方向及
び左右方向にそれぞれ２列ずつ並べて表示されている。図１２に示す破線は、各画像の境
界を示している。この例では、コマンダー１０が左上の画像を表示し、３台のスレーブ２
０が残りの画像をそれぞれ表示しているものとする。コマンダー１０は、４台のプロジェ
クターがそれぞれどの位置の画像を表示しているかということを示すデータを記憶部１２
０に予め記憶しておく。そして、コマンダー１０は、或るプロジェクターで要通知事象が
発生したことを特定した場合、特定した結果に応じたＯＳＤ画像Ａ１０を表示させる。こ
のとき、コマンダー１０は、自装置も含む４つのプロジェクターのうちの１台に、ＯＳＤ
画像Ａ１０を表示させる。つまり、残りの３台は、ＯＳＤ画像を表示させることなく、表
示中の画像をそのまま表示し続ける。この例では、コマンダー１０は、右下の画像を表示
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しているスレーブ２０にＯＳＤ画像Ａ１０を表示させる。
【００５６】
　また、コマンダー１０は、ＯＳＤ画像Ａ１０を、表示領域４の中央の領域Ｃ１よりも外
側に表示させる。この領域Ｃ１は、例えば、上下方向における表示領域４の中心から端部
までの中点と、左右方向における同様の中点とを通る、表示領域４と相似する長方形の領
域である。コマンダー１０は、領域Ｃ１を示すデータを予め記憶部１２０に記憶しておく
。このデータは、例えば、各画像において領域Ｃ１の角の位置を示す座標のデータである
。コマンダー１０は、この例のようにＯＳＤ画像Ａ１０を右下の画像に表示させる場合で
あれば、領域Ｃ１の右下の角の位置を示す座標よりも左側且つ上側の領域（すなわち領域
Ｃ１）よりも外側にＯＳＤ画像Ａ１０を表示させる。
【００５７】
　例えばプレゼンテーション資料や映画を表示する場合、表示領域４の中央に近い領域に
表示される画像の方が、端に近い領域に表示される画像よりも、ユーザーが見たいもので
あることが多い。そのような場合に、コマンダー１０は、ユーザーが見たい画像を隠すこ
とが少ない位置にＯＳＤ画像を表示することができる。なお、図１２に示す領域Ｃ１は一
例であり、これよりも大きいまたは小さい領域であってもよい。また、この領域は、楕円
形など長方形以外の形状であってもよい。要するに、この領域は、ユーザーがＯＳＤ画像
を表示させたくない領域として予め決められた領域であればよく、表示領域４の中央を含
む領域であることが望ましい。
【００５８】
（変形例６）
　コマンダー１０は、上述した実施形態では、ＯＳＤ画像を、決められた位置（ＯＳＤ画
像領域Ｂ１など）に表示させたが、これ以外の位置に表示させてもよい。例えば、コマン
ダー１０は、ユーザーの操作により設定された位置にＯＳＤ画像を表示させてもよいし、
表示させたＯＳＤ画像をユーザーの操作により移動させるようにしてもよい。これにより
、ユーザーが見たい場所の画像がＯＳＤ画像によって隠されることが少なくなる。
【００５９】
　通知処理によるＯＳＤ画像が表示される前に、画像の明るさやコントラストを設定する
ためのＯＳＤ画像が表示されている場合がある。また、通知処理によりＯＳＤ画像が表示
されている期間に、他の要通知事象が発生して次のＯＳＤ画像が表示される場合がある。
これらのような場合に、コマンダー１０は、既に表示されているＯＳＤ画像と重ならない
位置に、次のＯＳＤ画像を表示させるようにする。これにより、複数のＯＳＤ画像が重な
って入り交じってしまい各ＯＳＤ画像が表している内容をユーザーが理解しにくくなると
いうことが、起きないようにすることができる。
【００６０】
（変形例７）
　上述した実施形態では、スレーブ２０が自装置で発生した要通知事象を特定し、スレー
ブ２０から送信されてくるこの特定した要通知事象を示すデータを受信した場合に、コマ
ンダー１０が要通知事象の発生を判断した。表示システム１では、この特定をスレーブ２
０が行わず、コマンダー１０が行うようにしてもよい。この場合、スレーブ２０の投射部
２４０の測定手段及び温度測定部２７０が測定した結果を示すデータを第１通信部２５０
を介してコマンダー１０に出力する。コマンダー１０は、受信したこれらのデータが示す
放電ランプの使用時間及び温度が、各々に対して定められた閾値以上であった場合に、ス
レーブ２０で発生した要通知事象を特定する。
【００６１】
　本変形例によれば、スレーブ２０の制御部２１０は、要通知事象を特定するという処理
を行わなくてよくなり、処理の負担が軽減される。また、前述した各閾値は、コマンダー
１０だけが記憶しておけばよくなる。これにより、例えば、要通知事象の発生をより早く
特定するようにこれらの閾値を変更するといった場合に、その変更の作業をコマンダー１
０にだけ行えばよくなり、ユーザーの手間が軽減される。なお、実施形態のように、スレ
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る場合には、この特定を行うために送信されるデータは１つで済む。従って、その場合、
放電ランプの使用時間や温度を示すデータのように他のデータをスレーブ２０が送信して
コマンダー１０が要通知事象を特定する場合に比べて、コマンダー１０とスレーブ２０と
が行う通信の負荷を少なくすることができる。
【００６２】
（変形例８）
　コマンダー１０は、上述した実施形態では、ステップＳ１３においてどちらの装置で何
の要通知事象が発生したかを特定したが、単に要通知事象が発生したことだけを特定して
もよい。この場合、コマンダー１０は、表示システム１が備えるいずれかのプロジェクタ
ーで要通知事象が発生したことを表すＯＳＤ画像を、ＯＳＤ画像領域Ｂ１に表示させる。
この場合でも、ユーザーは、表示されたＯＳＤ画像の内容から、表示システム１をそのま
ま利用し続けるか、利用を止めて何らかの対処を行うかを選択することができる。
【００６３】
（変形例９）
　表示システムが備えるプロジェクターは、上述したスタック表示モードで動作するもの
には限らない。表示システムは、例えば、２台のプロジェクターを並べて、それぞれが画
像を表示する画面の位置や形状等を調整して、同一の画像が重なって表示されるようにし
たものであってもよい。この場合も、これらのプロジェクターは、通信線３０により互い
に接続され、図５のステップＳ１２及びＳ１４において互いにデータを送信し合う。
【００６４】
（変形例１０）
　本発明は、コマンダー１０やスレーブ２０のような投射型表示装置（プロジェクター）
の他にも、これらの投射型表示装置を備える表示システムや、図５に示す通知処理のよう
なこれらの投射型表示装置が実施する処理を実現するための方法としても捉えられる。
【００６５】
（変形例１１）
　コマンダー及びスレーブは、上述した実施形態や変形例では、通信線３０で接続されて
有線通信を行っていたが、無線通信を行うようになっていてもよい。これらのプロジェク
ターは、例えば、Bluetooth（登録商標）の規格に基づいて通信を行う手段を備えておき
、それらの手段を介して無線通信を行う。
【符号の説明】
【００６６】
１…表示システム、２…ＰＣ、３…スクリーン、４…表示領域、５…中継器、１０…コマ
ンダー（マスター）、２０…スレーブ、３０…通信線、３１０、３２０…コネクター、４
０、５０…ケーブル、４１０、５１０…コネクター、１１０、２１０…制御部、１２０、
２２０…記憶部、１３０、２３０…操作部、１４０、２４０…投射部、１５０、２５０…
第１通信部、１６０、２６０…第２通信部、１７０、２７０…温度測定部、１０１…表示
部、１０２…特定部、１０３…表示制御部、１０４…出力部、２０１…表示部、２０２…
送信部
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